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会 議 の 概 要 

１ 会 議 名 令和３年度第２回宝塚市社会教育委員の会議  

２ 開 催 日 時 令和３年１２月２７日（月）１３時００分～１４時３０分 

３ 開 催 場 所 宝塚市立中央公民館２階 ２０３・２０４学習室 

４ 出 席 委 員 

［■出席 □欠席］ 

■平井委員  ■田中委員  ■林委員   ■石井委員 

■大西委員  ■温井委員  ■河野委員  ■西本委員   

■種村委員  ■松委員   ■大坪委員 

５ 傍 聴 者 数 ０ 人 

６ 公開の可否 ■ 可  □ 不可  □一部不可 

７ 議題及び結果の概要 ◆報告 

（１）令和３年度阪神北地区社会教育委員協議会第２回理事会

について 

（２）第６３回全国社会教育研究大会 石川大会について 

（３）令和３年度近畿地区社会教育研究大会（大阪大会）につ

いて 

（４）令和３年度兵庫県社会教育研究大会について 

（５）令和３年度阪神北地区社会教育委員協議会第１回研修会

について 

◆議題  

（１）地域課題解決のための社会教育のあり方について 
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令和３年度 第２回社会教育委員の会議 議事要旨 

 

１ 報告事項  

（１）令和３年度阪神北地区社会教育委員協議会第２回理事会について 

令和３年１０月２５日(月) まちづくり協働センター講座室で開催。 

（２）第６３回全国社会教育研究大会 石川大会について 

   コロナウイルスの影響によりオンラインで開催。 

（３）令和３年度近畿地区社会教育研究大会（大阪大会）について 

   コロナウイルスの影響によりオンラインで開催。 

（４）令和３年度兵庫県社会教育研究大会について 

   令和３年１１月２９日(月) のじぎく会館で開催。 

（５）令和３年度阪神北地区社会教育委員協議会第１回研修会 

   令和３年１２月２３日(木) 三田市役所本庁舎３階 ３０２Ａ会議室で開催。 

 

２ 議題「地域課題解決のための社会教育のあり方について」 

（議長） 

  それでは、議題「地域課題解決のための社会教育のあり方について」に移ります。前

回の会議でいただいた意見を基に答申（案）を作成しました。小委員会を２回開催し、

答申（案）について協議しました。小委員会での意見を反映させたのが、資料として提

示しました答申（案）です。概要については、小委員会の委員より説明をします。説明

後、委員の皆さまから意見をいただきたいと思います。 

（委員） 

  議長からの説明のとおり、第１回社会教育委員の会議と小委員会でいただいた宝塚市

の地域課題についての意見を基に作成しました。また、新型コロナウイルスの影響によ

り、厳しくなっている社会情勢についても踏まえています。 

まず、「１はじめに」ですが、前回の答申「地域課題解決のための公民館学習及び社会

教育のあり方について」を踏まえて作成しました。ただし、今後の答申内容が変更して

いけば、応じて変更していきます。次に「２地域課題解決のための社会教育とは」です

が、現在の社会情勢と社会教育の意義と役割について記載しています。主には「人づく

り、つながりづくり、地域づくり」が密接に関わり合っており、地域に暮らす人々が協

力して地域づくりに取り組む点に社会教育の意義があるとしています。 

「３宝塚市の地域課題の現状」ですが、皆さまの意見や、まちづくり協議会が作成し

た「地域ごとのまちづくり計画」に挙げているキーワードを分類した地域課題を参考に、

５項目を柱にしました。まず、１点目が、人々の交流です。新型コロナウイルスによっ

て、公民館の活動や地域のサロンの開催も難しくなっており、孤立や孤独が生まれてい

ます。孤立や孤独を解消するため、掲示板を利用したつながりづくりやオンラインでの
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つながりづくりなど、地域のつながりを維持する工夫をしていることも記載しています。

２点目は、まちづくりと人材育成についてです。まちづくり協議会の役員や構成員が固

定化している傾向がある点から、まちづくりに参加する人が増えること、若者の社会参

画することで地域課題の解消につながるのではないかと考えています。３点目は、学校

とコミュニティの協働についてです。学校とコミュニティの在り方が社会教育の向上に

重要であることを記載しています。４点目は、子育てについてです。前回の会議でも意

見として挙がっていましたし、まちづくり協議会の課題としても子育てについては、多

く意見があったので記載しました。最後に５点目は、防災・防犯についてです。宝塚市

だけの問題では無いのですが、地球温暖化や気候変動の影響による異常気象により、災

害と向き合う必要性が高まっていることについて記載しています。 

「４宝塚市の社会教育の方向性について」ですが、生涯学習の理念と社会教育の理念

が重なり合って分かりにくい部分もあるのですが、生涯学習の推進や宝塚市の教育の推

進の中に社会教育の理念を含んで、宝塚市の立地、利便性など都市としての魅力も含ん

で社会教育を振興していければということを記載しています。１点目が、人づくりとし

ての豊かな学習機会の創造ですが、学びの場に生きづらい方への学習権の保証をするこ

とはとても大事なことだと考えています。宝塚市としても、学びの場から疎外されがち

な立場の人への配慮ができればと示しています。また、近年、社会教育に関する部局や

施設が教育委員会から首長部局に移管される自治体が増加傾向にあり、人づくりよりも

地域づくりに主眼をおく自治体が増加しています。しかし、人づくりとしての学習機会

の確保と様々な立場の人の学習権が保障され、誰もが安心して学び、探究できる環境を

整えることが根底に必要であることを記載しています。２点目が、地域づくりと住民自

治における権利主体の育成ですが、民主主義を支える人を育てることが、社会教育の理

念のひとつにあるのではないかと思います。個人が学べばいいというわけではなく、社

会教育ではコミュニティで学ぶことを重要としています。３点目は、まちづくり協議会

と連携した社会教育の推進です。まちづくり協議会が、地域課題について積極的に取り

組んでいるので、公民館やＮＰＯ団体といった社会教育関係団体が共に解決に向けて取

り組める場をつくれたらいいのではないかと思います。４点目、学校と連携した社会教

育の推進ですが、コミュニティ・スクールの運営について挙げています。子どもと関連

する学びであれば、保護者も地域住民も参加しやすいことを記載しています。５点目が、

家庭教育支援と社会教育の連携強化についてです。家庭教育は別の部署ではあるのです

が、社会教育に包含されるものであり、連携することが求められます。例えば、公民館

が主催で行っている家庭教育に関する講座を児童館で周知するなど、広報の連携でもい

いので相互連携できればいいのかなと思います。６点目、民間と連携した社会教育の展

開ですが、前回の会議でも民間との連携について意見をいただきましたので反映させて

います。７点目は、社会教育におけるＩＣＴの促進です。ＩＣＴの活用については、新

型コロナウイルスの影響により、発達しており需要はさらに増すと思います。社会全般
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の取組がインターネット上で把握できるように整備していくことやＩＣＴを活用するこ

とで、若い世代の社会参画に結び付けられる可能性もあります。ただ、デジタルディバ

イドを生まないようにメディアリテラシーに関する学習支援が必要になります。５まと

めですが、こちらについては今までの総括について記載しています。説明は以上です。 

（議長） 

ありがとうございます。それでは、皆さまに意見をいただきたいと思います。 

（委員） 

ＰＴＡの経験者がまちづくり協議会に加入する、と記載されているのですが、現状は

出向という形で加入はしますが、定着はしにくい状況です。社会教育の学習の提供につ

いては、わかっている人もいるのだが、わかっていない人もいます。そもそもそういっ

た学習の場に行かない人もいるので、全体の意識がもう少し深く入り込んでいければと

思います。ＤＸ、ＩＣＴの推進や民間との協力についても根幹にあるのが、まちづくり

協議会の若い世代の参画がないというところにあるのかなと思いました。 

（議長） 

入りきれない事情は分かりましたが、そういった中でも残られる方はいるのでしょう

か。 

（委員） 

私の住んでいる地区では、まちづくり協議会の出向先は決まっており、環境美化とい

う役割です。実際、環境美化がＰＴＡの役割かというとそうではありません。園芸が好

きな人が残られることがありますが、大半の人は任期が満了すれば辞められます。ただ、

まちづくり協議会に不満があるわけではなく、ＰＴＡとしての義務感として加入してい

るので、任期が満了すれば抜けるというのが実情としてあります。 

（委員） 

ＰＴＡの現状を考えるとまちづくり協議会と関わるのが、難しいことや義務感がある

ことはわかります。ただ、まちづくり協議会としては、ＰＴＡに協力いただけることは、

大きな力になっています。ＰＴＡにとって必要であることを実感できる取組ができれば

と思います。ＰＴＡは子育て、仕事に関して忙しいとは思うので、短期的に捉えるので

はなく、長期を見据えた取組ができればいいのではないかと考えます。現状は忙しくて

も少し関わることで、将来的には、まちづくり協議会に戻ってきてもらえるような社会

教育の取組ができればいいのではないかと思っています。また、保護者には、今回作成

する答申で誤解のないような長期的な形での取組を示せればと思います。 

（委員） 

４宝塚市の社会教育の方向性についての（２）地域づくりと社会教育における権利主

体の育成（３）まちづくり協議会と連携した社会教育の推進に書いているのですが、も

う少しＰＴＡが長期的な視点を持って関われるようなきっかけや役割を書いた方がいい

ですね。 
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（委員） 

  人材的には、非常に必要な方が集まっているのがＰＴＡなので、記載していただきた

いです。 

（委員） 

現状、まちづくり協議会に出向している中で社会教育を学んだり、触れたりする機会

はあるのでしょうか。 

（委員） 

まちづくり協議会によって異なると思いますが、学んだり、触れたりというよりは作

業として果たしていることが多いです。 

（委員） 

阪神北地区の研修会で三田市では、オンラインでの参加が多いことがわかりました。

家でも受講できたりするので、ＩＴについては改めて利便性を感じました。また、今後

なにかを参加するきっかけとしては、子どもが大きいと思います。子どもを中心に行う

と、多くの方が参画することがあります。私の住んでいる地域でも子育てマップを作成

しようとすると、普段は忙しい保護者世代も時間を作ってくれたり、ＩＴに詳しい方が

参加してくれたり、関わる人が増えたことがありました。ただ、一事業として巻き込ん

ではできるのですが、継続するのは難しいところです。また、きっかけとして有効なの

が、地域のお祭りがあります。地域は実動力があり、保護者は集客力があるので、お祭

りをきっかけに地域がまとまることがあります。普段は仕事をしていて地域に参画しな

い方も、昨今はテレワークなどで家に居ることも多く、地域に目を向けることも多いの

ではないかとも思います。 

（委員） 

宝塚市ＰＴＡ協議会では、独自にＨＰを作成しているなどＩＴ関係に得意な方が多い

と思います。反面、まちづくり協議会は高齢化のため、ＩＴに関する分野は不得意な方

が多いのが実情です。ＰＴＡの方がＩＴ関係など意味のある役割を与えることでまちづ

くり協議会へ入ってきていただければいいのではないかと思います。もちろん、まちづ

くり協議会としてもＰＴＡの方に依存するのではなく、ＩＴ関係について教えてもらう

など共存していく仕組があればと思っています。 

（委員） 

市内７校のＰＴＡをモデルとして、宝塚市ＰＴＡ協議会が先導して、同じＨＰを作成

しています。現在は７校ですが、全校に共通できればと考えています。ＩＴの関係では、

ＰＴＡで公式のＬＩＮＥを作っているので、ＬＩＮＥで周知することはとても多いです。

ＨＰの更新も多くの方が更新を行うことが可能です。ただ、これが、Ｚｏｏｍを利用し

て会議を開催するとなるとハードルが高くなります。保護者世代でもＺｏｏｍを使える

方は少なく、Ｚｏｏｍの様々なツールを使いこなしている保護者は、なお少ないです。

若い世代といっても保護者も３０代、４０代が多く、ＩＣＴに全員が精通しているかと
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いえば、そうではありません。このままでは情報格差につながると考え、宝塚市ＰＴＡ

協議会でＺｏｏｍの使い方というセミナーを実施しました。新しいオンラインを使用す

るのであれば、使用するオンラインのセミナー会も同時に必要になると感じています。 

（委員） 

新型コロナウイルスによってあらゆることが変わりました。自分は高齢者ですが、Ｌ

ＩＮＥは利用しています。高齢者もＬＩＮＥは利用していることが、多いのではないか

と思います。利用すると情報の伝達する速度が非常に速く、利用しやすいことがわかり

ます。大変な時期ではありますが、新型コロナウイルスがきっかけにいい方向に変わっ

ていることもあると思います。そういうところは、チャンスとして捉えていきたいとい

った内容を少しでもだせればいいのではないかなと思います。また、内容も今のままで

は少し硬いのではないかと思います。 

（委員） 

オンラインを使うには、インフラ面の整備についての遅れがあげられます。現在、Ｐ

ＴＡ室でネット環境が整備されている学校はないと思います。 

（委員） 

まちづくり協議会では、ＳＮＳで発信、ＨＰを作成しているなど、オンラインについ

ては、進んでいるところもあります。ＰＴＡにも情報交換アプリのミマモルメがありま

す。まちづくり協議会は高齢者が多く、ＩＣＴについて遅れているという話がありまし

たが、高齢者でも利用している方はいますし、Ｚｏｏｍの講習会に参加したりもしてい

ます。高齢者も遅れずに参加しないといけない状況だと考えています。 

（委員） 

まちづくり協議会のＨＰを自分で更新していたので、利便性については感じています。

一方であまり得意でない方が多い地域があることも把握しています。そういった地域に

は、やはり教えていければいいのではないかと思います。また、ミマモルメは、学校ご

との判断ですが、基本は緊急性のある内容でしか使っていません。そういったことから、

宝塚市ＰＴＡ協議会では公式のＬＩＮＥを作成しました。 

（委員） 

タブレットを子どもに貸与するなど、学校も変わっていくのではないかなと思ってい

ます。学校、家庭が関わりながら地域の課題に繋がっていき、社会教育の関り方が示さ

れているので、わかりやすくいい答申になっているのではないかと思います。 

（委員） 

「３－３学校とコミュニティの協働」について、そのとおりだと思いますが、つなが

るということについては、新型コロナウイルスが大きな課題となっています。新型コロ

ナウイルス以降、地域の方が学校に入るというのはハードルが高くなっており、本校で

も地域が参加する行事は少なくなっています。ただ、できないだけではなく、できる方

向に目を向けると地域の方が変わらずに関わっている行事に、登下校の見守りがありま
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す。小中学校に地域の方と関わっていれば、大人になったときに地域の方と関わりやす

いのではないかと思っています。 

「３－４子育て」についてですが、子育てに関しては、横のつながりを持つことで安

心感が持てればいいのではないかと思っています。オンラインもいいのですが、最終的

には対面することで安心感があるのではないかなと思います。 

（委員） 

自分のことを思い返せば、先輩とのつながりがいい助けになっていたので、自分も子

育ての経験を地域に還元できればと思っていますし、子育てしている方にとっては、そ

ういった経験談は貴重になります。学校では横のつながりがあり、地域では縦のつなが

りができればいいのではないかと思います。きっかけにつながるのですが、行事がある

と話しやすかったりします。また、今までは食事の場で情報を交換することが、非常に

大きかったと思います。 

（委員） 

登下校時の見守りについてですが、コミュニティで実施していただければ、ＰＴＡと

しては大変助かります。毎日、同じところで立っていれば、地域の方と知り合いになる

ことも非常に大きいです。 

（委員） 

子どもを介して広がりを作るのが、一番わかりやすいと思います。地域によって異な

りますが、まちづくり協議会の活動も子どもをきっかけに行動していることは多いです。

ＰＴＡの活動は、個人の思いを持って集まっているので、社会教育としての活動だと思

います。また、そういった気づきの場を与えているのが社会教育なのかなと思っていま

す。ただ、私がＰＴＡで活動している時は、社会教育として活動していると思ってはい

なかったのですが。 

（委員） 

ＰＴＡの活動をしたいというよりは、やらなくてはいけないという消極的な形になっ

ています。昔からそういう意識はありましたが、より顕著になっていると思います。そ

んな中、新型コロナウイルスの影響で様々な行事が停止したので、もし終息しても元ど

おりに戻ることはないのでは、と思います。子どもと関わる行事においても、保護者が

関わろうとする意識が希薄になっている気がします。地域に任せられるのであれば任せ

てしまうではなくて、保護者が関わったうえでこれ以上の協力をお願いしたいのであれ

ば、協力することはできます。そういったことを話し合える場を持てれば、意識も変わ

るのではないかなと思います。 

（委員） 

宝塚市ＰＴＡ協議会としては、任意団体であるという意識があります。今までの通例

とおりやってきたので、やりなさいということがありましたが、現在ではやらなくてい

いことは、やらなくていいとしています。先輩の意見も同様に非常にありがたい意見が
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多いのですが、私たちはやってきたからやりなさいといった意見に対しては、判断が必

要だと思っています。ただし、一律に伝えるのではなく、地域性と学校によって全く異

なっているので、そこは注意しています。地域性においては、まちづくり協議会とＰＴ

Ａは似ています。 

（委員） 

こういったことを話せる場をつくることが、非常にいいと思います。社会教育として、

そういう場所づくりができればいいのですが。 

（委員） 

宝塚市ＰＴＡ協議会でも２ケ月に１回、理事会を開催しています。可能であれば、地

域の方がオブザーバーとして参加いただきたいと思います。現在も２時間ある会議時間

の内、１時間はフリートークになっています。その場にまちづくり協議会の方が入って

いただければ、いいのではないかと思います。 

（事務局） 

まちづくり協議会ではそういった機会はないのですか。 

（委員） 

地域によって異なるとは思いますが、まちづくり協議会では、フリ－トークというこ

とはないです。ただ、まちづくり協議会でも交流の場を持ちたいと考えています。 

（委員） 

ＰＴＡとしてもまちづくり協議会の方には、ぜひ参加いただければと考えています。

地域の特色が非常に出ると思うので、ぜひ実現できればと思います。 

（委員） 

話しは変わるのですが、都市型社会教育という言葉があるように行政としてもそうい

った方向に向かっていただければと思います。 

（委員） 

三田市の研修で、こうみん未来塾についての説明がありました。地域との連携だけで

なく、近隣の企業、大学とつながりを持って講師を呼んでいます。都市型というだけに、

立地は宝塚市も非常にいいので、民間などと連携して取組ができればいいのではないか

なと思いました。組織の人材の固定化とありますが、民間にも様々な人材がいると思う

ので、巻き込む手法を行っていければいいのではないかと思っています。 

（委員） 

今回の会議での意見によって、より明確になったかなと思っています。子どもに関す

ることは重要だと思いましたし、やはり今回のようにいろんな方が話あえる場、情報共

有ができる場を設けることを書きたいなと思いました。また、ＩＣＴについても、もう

少し追記したいと思います。 

（事務局） 

まとめに具体的な意見を盛り込んでいただければと思います。 
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（議長） 

それでは、以上をもちまして、本日の議事を終わらせていただきます。皆さま、あり

がとうございました。 


